
『ペットショップ・モピ』 

 

１ ふかい もりのなかに いっけんのペットショップがありました。 

そのなは ペットショップ・モピ。 

とっても めずらしい とり、モピをうっています。 

 

２ 「しまったしまった。ありがとう」 

わすれんぼうの てんちょうさんは、くつしたをわたしてくれた モピたちに  

おれいを いって、おみせを あけました。 「いらっしゃいませ」 

 

３ まちからきた おんなのこは たんじょうびの おいわいにモピを いちわ  

かってもらいます。 

「エサを あげすぎないで くださいね」と てんちょうさんが いうと、 

「ありがとう」と おんなのこはへんじをして、いっしょうけんめい なまえを 

かんがえながら かえっていきました。 

 

４ そして つぎのひも てんちょうさんは わすれんぼう。 

ふくをきるの わすれるなんて おかしいね。モピたちも わらっています。と、

そこへ、「このモピ いちわ くださいな」と、ひがしのくにから おきゃくさん。 

 

５ 「ではでは おきをつけて」と てんちょうさん、 

「くれぐれも エサを あげすぎないでくださいね」といって、みおくりました。 

 

６ つぎのひも あらあら やっぱり わすれんぼう。 てんちょうさん、ホットケー

キ ５まいたべて、「あぁ、おなかいっぱい しあわせだ」って、いっていたら、 

モピたちに エサを あげるの わすれていたよ。 

するとそこに たくさんの ひとを ひきつれて みずたまおうこくのおうさま

が ニコニコ やってきました。 

 

７ 「エサを あげすぎないで くださいね」 

てんちょうさんが いつもの ちゅういを つたえると、 

「うわさどおりだ。なんてかわいいんだろう！」といって、おうさまは 

だいじそうに モピを いちわ つれてかえっていきました。 

 

８ いちやあけて さぁ、きょうも がんばるぞ、とてんちょうさん。 

すると そらが キラッとひかりました。 



てんちょうさんは しばらくみとれていましたが、 

おみせを あけるじかんがきたので、あわてて おみせをあけました。すると、 

 

９ 「どうもどうも こんにちは」うちゅうからの おきゃくさんがやってきました。 

「モピを いちわ くださいな」 

 

１０ 「ちきゅうには りょうこうで きたのですか、うちゅうじんさん」 

「そう そう そうです。ちきゅうを みてまわっているのです」 

おきにいりのモピをかったうちゅうじんさんと、てんちょうさんは、 

すっかりなかよくなって、いろんなことをおはなししました。 

とうとううちゅうじんさんは ちきゅうにいるあいだペットショップのとなりで  

すごすことになりました。 

 

１１ まいばん みんなで いっしょに ごはんをたべました。 

てんちょうさんは ときどき なにかたいせつなことを 

わすれているきがするなぁ、とつぶやきましたが、 

ごはんが とっても おいしかったので、 

そんなことを おもったのも すぐにわすれてしまいました。 

 

１２ じかんは あっというまに すぎて、 

うちゅうじんさんの かえるひがやってきました。 

 

１３ でも たいへん！ モピが うちゅうせんにはいりません。 

「さっきまで ギリギリだったけど、はいっていたのになぁ」と、 

うちゅうじんさんは いいました。 

そのとき、てんちょうさんは「あっ！！」とさけびました。 

いつもの ちゅういを いいわすれていたことに、きがついたのです。 

「エサを あげすぎないで くださいね」って、いうことわすれていたよ。 

 

１４ てんちょうさんは いつもの ちゅういをうちゅうじんさんに つたえると、 

おおいそぎで モピたちを あつめて、 

うちゅうせんの こうじに とりかかりました。 

 

１５ みんなの おかげで、ぶじに モピも うちゅうせんに のることができました。 

うちゅうせんが とびたつと、「また あそびにきてね」と、 

てんちょうさんは そらにむかって さけびました。 


